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要  旨 
本稿では、観光地において知名度やブランド価値を高めるための様々な手段がある中、
世界 7 大自然景観に注目し、東北アジアで有一世界 7 大自然景観に選ばれた済州道を取り
上げ、選ばれるまでのプロセスや済州道の取り組みについて概観した。結果、韓国では済
州道が世界 7 大自然景観に選ばれるのは、済州道だけの懸案ではなく、国家アジェンダと
して認識し、全国的な取り組みが行われたことが資料により明らかになった。 
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 １．はじめに 
近年、日本のみならず世界の各地において、観光を通した地域経済社会の活性化を図る
試みが盛んに行われている。それぞれの地域の文化・自然資源をあらゆる手段を通して最
大限アピールし、内外の認知度やブランド価値を高め、国内のみならず国外からも観光客
を誘致し、観光効果を狙っているのである。 
Armstrong & Kotler(2010)は、観光の振興は様々な変数に依存されるとし、例えば映画や
TV ドラマのロケ地やオリンピックの開催地になることがきっかけとなり、その地域の観
光が大きく発展した例もあると述べた。その上、独特な広告手段として大きな成功を収め
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た事例としては New7Wonders of The World(新世界七不思議)があるとし、新世界七不思議に
ついて紹介した上でそれの観光産業においての意義および効果について自分の著書にて記
述した。新世界七不思議は新世界七不思議財団（New7Wonders Foundation）が主管したも
ので、世界中からの投票によって決められた、現代版の世界の七不思議であり、人類によ
り創造された現存する建築物を対象としている。N7W 財団はこのキャンペーンをきっかけ
に世界の注目を浴びることになり、その第 2 弾として New7Wonders of Nature（世界 7 大自
然景観）の選定を開始した。世界 7 大自然景観の対象は優れた自然景観であり、第１弾と
同様に世界中からの投票により決められた。名称については新・世界七不思議自然版、新・
世界七不思議自然部門、世界 7 大自然奇観、世界 7 大奇観等とも呼ばれるが、本研究では、
世界 7 大自然景観と称することにした。 
以上のように、観光地において認知度やブランド価値を高めるための手段は多様である
が、本稿では世界 7 大自然景観に注目した。本稿では、世界 7 大自然景観として選ばれた
済州道を取り上げ、選ばれるまでのプロセスや済州道の取り組みについて概観することを
目的とした。済州道は東北アジアの中で、唯一世界７自然景観として選ばれたところであ
り、事例研究の対象として採択した。 
 
２．世界 7 大自然景観とは 
(1)概要 
世界 7 大自然景観（New7Wonders of Nature）とは、新世界七不思議財団（New7Wonders 
Foundation）が主管し、全世界からの投票により選んだ 7 つの自然景観である。諸資料に
よると、世界七不思議 自然版、新・世界七不思議 自然部門、世界 7 大自然奇観、世界 7
大奇観等とも呼ばれている。 
カナダ系スイス人ベルナルド・ウェーバー（Bernard Weber）という人は 1999 年に
new7wonders.com website を開設し、2000 年 6 月 30 日に公式的に New7Wonders of The World
（新世界七不思議）キャンペーンをスタートした。新世界七不思議は国際投票（この規模
は世界初といわれる）により選ばれ、対象は人類により創造された現存する建築物であっ
た。Armstrong & Kotler（2010）によると、New7Wonders of The World キャンペーンは 7 年
間という長期間にわたって行われ、多数の国と市民がこのキャンペーンに情熱的に参加し
たし、選定されるための各国の競争が激しかったとされている。反面、このキャンペーン
に対して批判の声もあったとされている。ユネスコは本キャンペーンが「民主的でも科学
的でもない」と批判したし、エジプト関係者はピラミッドが競争しなければならないのは
恥であると憤慨した。と紹介されている。 
投票の最終選定地は 2007 年 7 月 7 日に発表された。これがきっかけになり、このキャ
ンペーンを主管した新世界七不思議財団（New7Wonders Foundation）は世界の注目を浴び
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ることになった。そして、その第２弾として世界 7 大自然景観の選定を開始した。 
(2)新世界七不思議財団（New7Wonders Foundation） 
新世界七不思議財団（New7Wonders Foundation,以下 N7W）は Bernard Weber が 2001 年
に設立し、スイスに本拠を置いた非営利組織である。 
 財団のホームページには、財団の設立目的や事業内容などについて次のように紹介され
ている。1) 
本財団は、「我らの遺産は我らの未来！」というモットーに基づき、世界の遺跡を管理・保
存することを設立の目的としている。映画、TV、インターネットなどを通じて世界の遺産
を再創造、保存、記録すると共に、破壊と損傷を事前に防ぐことも主な目的の一つである。
主に寄付金および各種イベントなどのライセンス権収入や電話収入により運営されており、
収入の 50％を全世界遺跡の考証および文化、自然遺産保存のため使用する。N7W 財団と
その事業は国際オリンピック組織のような他の主要国際組織と同様の仕組みとなっている。
基本的に全世界的な投票キャンペーンを企画・運営し、その目的を達成するため努めてい
る。またニューヨークに本拠を置いている国際連合とパートナシップを組んでおり、国際
連合は N7W の国際投票イベントのような計画を通して、全世界の人々に自律権を与える
チャンスを一緒に模索している。 
(3)選定までのプロセス 
本キャンペーンは基本的にインターネットと電話による投票により行われた。2007年か
らスタートしたが、2007年にネット上で候補地の公募を募り、222 ヶ国の 441 箇所が立候
補した。１次投票が終わった 2008年には 261の候補地（国別候補地一つ、アマゾンは例外）
に絞られ、2 次投票の結果さらに 77に絞られた後、2009年 7月 21日には 28 箇所の最終候
補が選定された。そして投票は 2011年 11月 11日に締め切られ、最終的に済州島（韓国）、
アマゾン（ブラジル等）、ハロン湾（ベトナム）、イグアス湾（アルゼンチン）、コモド
（インドネシア）、プエルトプリンセサ地下河川（フィリピン）、テーブルマウンテン（南
アフリカ）の 7つの自然景観が世界 7大自然景観として選ばれた。 
投票は N7W 財団の公式サイト又は Facebook 経由でのオンライン投票と、国際電話又は
国際・国内ショートメッセージサービス（SMS）での投票が可能であった。公式サイトで
の投票の場合、有料（2 ドル）で投票証明（pdf ファイル）の発行を受けることができた。
公式サイトでのオンライン投票は電子メールアドレスを記入する必要があるため、メール
アドレス毎に 1回のみ可能であるが、SMS や電話での投票は無制限に行うことが可能であ
った。 
この投票による選定プロセスをめぐっては、様々な批判の声も寄せられた。1 億票以上
がインターネットや電話を介して集められたという財団側の主張に対して、特に重複投票
を防止する措置が講じられていたわけでもなく、もともと非科学的な投票だったとの意見
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もあった。また、自国の候補地が選出されるように、国家レベルで自国の候補地への投票
を過剰に煽った、いわば組織票によるものが大きかったとの指摘も有った。 
 確かに関連する様々な資料によると、本キャンペーンに参加した国々では世界 7大自然景
観に選ばれるため、多様な形での広報活動を行い、自国民に投票への参加を呼びかけるな
ど、国を挙げてのプロジェクトとして扱ったところが多かった。 
その意味ではプロセス自体に少し問題はあると指摘できるところだが、選定されるため
の各国の本キャンペーンへの参加態度からは、選ばれることによる経済効果や社会効果な
どの意義や重要性についての潜在的な証明資料として提示できるのではないかと考える。 
 
３．済州道の現況 
(1)済州道の観光資源 2) 
済州島は韓国で最も大きい島で、韓国最南端にあり済州特別自治道庁が所在する島であ
る。全面積の 90%以上が玄武岩で覆われた世界的な火山島であり、自然景観が豊富な世界
的なリゾート島として知られている。 
島は中央の漢拏山（ハルラサン）を中心に、東西 73km、南北 41km の楕円形となって
おり島を一周する道路の長さが 181km、海岸線の長さが 258km で冬にもほとんど零下以
下になることのない温帯気候の島である。 
済州島は世界で唯一ユネスコの自然科学分野３冠王（世界生物圏保全地域、世界自然遺
産、世界ジオパーク）という自然環境を保有している。国民推進委員会（The Committee for 
Jeju New7Wonders of Nature）は、世界 7 大自然景観選定というイベントに参加するのは済
州島の UNESCO 自然科学分野３冠王という「商品」を「世界 7 大自然景観」という美し
い包装紙に包んで世界に売っていこうとするものであるとしている。ここではその「商品」
の構成内容について具体的に触れてみる。 
 1)世界生物圏保全地域 
2002 年 12 月 16 日に世界生物圏保全地域に指定された。２本の河川がひとつになる中
心部と済州島南側に位置する３つの付属島、漢拏山頂上海抜 1,950m とその周辺地域、 蚊
島（ムンソム）南西側の海洋/海岸地域の平均海水面下で最大に深い 74m までの全てが含
まれる。 
外形的特徴(Physical Features)としては核心地域である漢拏山は済州島の中心に位置し、
南韓（*北朝鮮を除いた韓国）で最も高い山(1,950m)であり、玄武岩質溶岩流が累積して
形成された楯状火山(shield volcano)である。火口底の東側は一部水を貯え火口湖である白
鹿潭（ペンノクタム）を成している。済州島には数にして 368 の小型の火山体（現地の言
葉で「オルム」（*寄生火山））が分布し、核心地域である漢拏山国立公園には約 46、高度
200m 以上の地域には約 260 余りが分布している。河川は漢拏山を中心に放射状ドレナー
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ジ型(radial drainage pattern)を見せているが、大部分はワジ（涸れ川）である。一部の火山
体の噴火口には小規模の湿原が広がっており、特に漢拏山西側山麓 1,100m の一帯には宵
山（ソサン）湿地が形成されている。 
 2)世界自然遺産 
済州島の漢拏山天然保護区域、コムンオルム（拒文岳）溶岩洞窟系、城山日出峰、この
３地区が「済州火山島と溶岩洞窟」という名称で 2007 年 6 月 27 日に韓国初の世界自然遺
産に指定された。それも世界遺産委員会が全会一致で決定された。漢拏山天然保護区域は
1966 年並びに 1970 年に各々天然記念物と国立公園に、2002 年にはユネスコ生物圏保全
地域に指定された。高さ 1950m の漢拏山の頂上部は性質が異なる溶岩で出来ており、見
る角度によって趣が異なる感じがすると言われている。なお、漢拏山を中心に亜熱帯、温
帯、寒帯植物など合計 2,001種が垂直分布しており、生物学的に貴重な価値を持つ植物が
多様に存在している。 
 3)世界ジオパーク 
世界ジオパークとは「 地質学的重要性だけでなく、考古学的・生態学的もしくは文化的
に科学的重要性を備えた、1 ないし複数のサイトを含む地域 」と、ユネスコのジオパー
クプログラムである世界ジオパークネットワーク（Global Geoparks Network ,GGN）によっ
て定義されている（http://www.globalgeopark.org/）。GGN プログラムは、地球科学的に見て
重要な特徴を複数有するだけでなく、その他の自然遺産や文化遺産を有する地域が、それ
らの様々な遺産を有機的に結びつけて保全や教育、ツーリズムに利用しながら地域の持続
的な経済発展を目指す仕組みとなっている。世界遺産が対象物の保護に重きを置いている
のに対し、ジオパークは、対象地域を保護しながらそれらを持続的に活用することに重き
を置いている点が、両者の大きな違いであるといえる。 
ユネスコの世界遺産センター及び世界生物保護権ネットワーク（MAB World Network of 
Biosphere Reserves）と協力してプログラムを遂行するユネスコ世界ジオパークネットワー
クは、2004 年にヨーロッパの地質公園ネットワーク(ＥＧＮ)の協力により成立し、2012
年現在、全世界 27 カ国 88 箇所が加入している。済州道は 2010 年 10 月にユネスコ世界
地質公園として認証された。 
以上のように済州道は優れた価値のある自然に恵まれており、毎年政府や道の観光関連
機関では多くの予算を使い、観光客誘致のため広報活動を行っている。しかしながら、海
外での済州道の認知度はそれほど高くなく、広報効果が高いとはいえないと The Committee 
for Jeju New7Wonders of Nature は指摘している。そこで、広報の手段として選んだのが世
界 7 大自然景観選定というイベントであり、世界 7 大自然景観というタイトルで済州道を
世界に知らせようとするのが本質的な狙いであるとしている。 
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４．済州道の「世界 7 大自然景観」選定のための取り組み 
 世界 7 大自然景観選定イベントは 2007 年からスタートした。2007 年にネット上で候補
地の公募を募り、222 ヶ国の 441 箇所が立候補した。１次投票が終わった 2008年には 261
の候補地（国別候補地一つ、アマゾンは例外）に絞られ、2 次投票の結果さらに 77に絞ら
れた後、2009 年 7 月 21 日には専門家審査により 28 箇所の最終候補地が選定された。中
国の張家界、揚子江など７ヶ所と日本の富士山、北朝鮮の白頭山、金剛山、韓国の雪嶽山
等も立候補したが、予選で脱落し、結局東北アジアで有一韓国の済州道が最終候補地とし
て残った。 
 これを受け、済州道では 2010 年 12 月国民推進委員会（The Committee for Jeju 
New7Wonders of Nature）の発足を皮切りに本格的に広報活動を行った。関係者は本イベン
トに済州道が本格的な取り組みを始めたのは、他の候補地に比べると 1 年遅れてのことで
あると話している。済州道では残された 28 箇所のうち、済州が有しているいくつかの強
みを訴えながら、全国民の投票への参加を呼び掛けた。それは、ユネスコの自然科学分野
３冠王（世界生物圏保全地域、世界自然遺産、世界ジオパーク）という自然環境を保有し
ていること、最終候補地のうち有一予備審査 7つのテーマ（島・火山・滝・海岸景観・国
立公園・洞窟・森）がすべて揃えられていること、自然と人間、文化が密接に共存してい
ること、ＩＴ強国でインターネットや携帯の普及率が高く投票環境が有利であることの 4
つの点である。また、世界 7大自然景観に選定されることによる直・間接的な広報・経済
効果についても大いに取り上げながら、積極的に広報活動を行った。 
 その主な推進経過を見ると、次のようになる。まず、2010 年 12 月に国民・道民推進委
員会が次々と発足された。翌年の 3 月には釜山・蔚山・慶南市民委員会が発足、11 月には
慶南推進委員会が発足されるなど、全国的に取り組みが拡散された。 
 また、政府側からも済州道世界 7大自然景観選定は済州だけの懸案ではなく、国家アジ
ェンダとして認識すべきであるとの観点から、積極的に支援した。現在の李明博大統領は
済州が世界 7大自然景観に選定されると、永久的経済効果と共に国家ブランド価値が上昇
するし、観光客数も増加すると期待するとのコメントのもとで 2011年 1月に自らインター
ネット投票に参加した。また、3 月には国会議長の投票への参加を始め、国会では支持決
議案が採択された。その後、国家ブランド委員会、文化観光部、韓国観光公社などと MOU
（Memorandom of Understanding、了解覚書）を締結した。 
 宗教界、体育界、文化界等の団体とも次々と MOUを締結し、最終的には 61の機関・団体
との協約の下で投票への参加を呼び掛ける活動が広く展開された。韓国の主要放送局でも
それぞれ済州道の世界 7大自然景観をテーマとした特集番組を放映したが、それが国民の
関心度を高める機会となった。それ以外の各メディアも積極的にこのテーマを取り上げ、
まさに国家アジェンダとして世界 7大自然景観に選定されるための雰囲気が盛り上がった。 
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 海外での票を集めるための活動も広がった。アメリカ、中国、日本それぞれの国におい
て推進委員会を発足し、海外在住韓国人が中心となった投票拡大案も模索された。また、
韓流スターや有名芸能人、スポーツ選手などの 115名を広報大使に任命し国内・外的に広
報活動を行った。 
その反面、このイベントを主管している N7W財団への公信力についての疑問の声や、重
複投票が可能になっている投票システムを巡っての批判の声も様々な所から寄せられた。
各メディアでもこの問題を取り上げ、これについて国民推進委員会では各種の証明資料を
提示しながら説明を行った。また、直接 N7W財団の設立者ウェーバーが韓国を訪れ、記者
会見を開き質疑応答を行った。その中で出てきた内容の一部を次に紹介する。3) 
財団の設立者ウェーバーは N7W財団が国際連合協力事務局（UNOP）と協力関係にあった
のは事実であるとし、2007 年 UN 協力事務局責任者と一緒に N7W 財団が推進している投票
システムをどのように全世界の民主主義のため使用できるのかということについて議論し
たことがある。しかしながら、その後、責任者が退職し空席であるため、論議が中断して
いるところであり、協力関係であったのは事実であると解明した。また、財団が確かな非
営利団体であるのかとの疑惑については、N7W 財団は非営利財団で間違いない。しかし、
非営利財団がこのようなイベントを運営できるほどの巨額な予算を確保できないため別途
営利法人を作り、運営しているだけだ。まるで国際オリンピック委員会(IOC)が別途の営利
法人からライセンシングなどを通し獲得した金額の一部を寄付されるのと同じ原理である
と説明した。韓国観光公社の社長は N7W財団の公信力議論に関して、世界 7大自然景観選
定投票は一種のミス・ワールドのような人気投票であり、その人気投票を推進する組織に
公信力を求める自体がノンセンスであると思うと述べた。また観光公社の立場から済州道
は十分世界的観光地のレベルにあるが、世界の人々にはそれほど知らされていない。した
がって巨額の費用を投資しなくても済州道を世界的に広報できるこのアイデアイベントに
積極的に参加すべきであるとも述べた。 
重複投票が可能な投票システムについてウェバーは七回しかできないインターネット投
票が理性的投票であるとしたら、電話投票は感性的投票であるといえる。電話投票を無制
限にしたのは、世界 7 大自然景観選定は人間の感性で判断されるものであり、情緒と感性
に基づいた投票が重要であると判断したためであると述べた。 
 結局、済州道は世界 7 大自然景観に選定されるために、国を挙げてのプロジェックとし
て 61の各種機関・団体との協約の下で戦略的に取り組んだ結果、最終的に 2011月 11日に
世界 7 大自然景観に選ばれた。 
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本研究では、観光地において知名度やブランド価値を高めるための様々な手段がある中、
世界 7 大自然景観に注目し、東北アジアで有一世界 7 大自然景観に選ばれた済州道を取り
上げ、選ばれるまでのプロセスや済州道の取り組みについて概観した。結果、韓国では済
州道が世界７大自然景観に選ばれるのは、済州道だけの懸案ではなく、国家アジェンダと
して認識し、全国的な取り組みが行われたことが資料により明らかになった。 
このイベントは 2011 年 11 月に終了したが、過去 5 年間の 12 月に済州道を訪れた外国
人観光客数を見ると、前年度に比べ 86.8％の増加率を見せている。4)また、イベントが行
われた期間中の外国人観光客数の月別増加率は一環して二桁を見せている。これを見ると、
本イベントをめぐっては様々な意見があるが、選ばれることにより、結果的には観光客数
が増え、今後済州道に様々な影響を及ぼすことになると期待する。 
 
注 
1)New7wonders 財団のホームページ参照(http://www.n7w.com/,2012 年 7 月 25 日閲覧) 
2)済州特別自治道ホームページ参照 
(http://jejuwnh.jeju.go.kr/contents/index.php?mid=0105、2012 年 7 月 10 日閲覧) 
3)NaverNews(http://news.naver.com/main/read.nhn?mode=LSD&mid=sec&sid1=102&oid=001&aid=000502
8749,2012 年 9 月 12 日閲覧) 
4) 済州特別自治道ホームページ 
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